
　　　　金属着色
スパッタリングシステム



１．まえがき

カラーステンレス（ステンレス鋼材にカラーコーティング）は、特注、高速エレベーターを始め、
多用途に用いられる。

カラーステンレスの製造方法として以下があげられる。
１．乾式処理で物理蒸着法のスパッタリング方式
２．湿式処理で科学発色法の一種であるインコ方式



スパッタリング方式とインコ式の違い



金属着色用スパッタリング装置

発色方式
　　ドイツ.フランフォファー研究所（FEP）のパルスプラズマ
　　表面処理技術を用いて、以下の3種類の発色を1台の
　　装置で行う。
１．ターゲット材料および反応させるガスの種類により発色
２．透明金属酸化膜の光干渉作用により発色させる。
３．上記１．２を併用し発色させる。

対象ワーク
１．金属材料：０．６ｔ～３ｔ　×１．２１９×３．０４８
２．金属加工部品：詳細別途打ち合わせ。　



全体Photo



制御装置　（１）

PLC、タッチパネルによる
　自（手）動搬送、自（手）動排気制御、放電
　開始停止制御、アラーム監視
　



制御装置　（２）

パソコンによるN2、Arガス制御、エッチング、
スパッタリング制御



制御装置　（２）詳細



エッチング

表面電気洗浄処理(Ar＋を基板へ衝突させる）
下地層成膜



DMS

スパッタリング処理（着色）



DMS　ターゲット交換

専用台車によるターゲット交換



排気ポンプ

　　ロータリーポンプ３基
　　メカニカルブースターポンプ２基
　　ターボモーターポンプ４基
　　油拡散ポンプ４基

ロータリポンプ
メカニカルブースターポンプ ターボモーターポンプ

油拡散ポンプ



加熱処理

ロードロック内ハロゲンヒーターにより基板の水分等を
除去し密着強度を増幅させる。



参考資料１

FEP研究所による分析データー
（金属化合物による着色）

　　№ カラー 下地層 着色層
材質 膜圧（nm） 注入ガス 材質 膜圧（nm） 注入ガス

1 チタンゴールド Ti 230 Ar TiN 320 N2
2 ジルコンゴールド Zr 100 Ar ZrN 150 N2
3 ブルー TiAl 150 Ar TiAlNx 50 N2
4 ワインレッド Ti 120 Ar TiN 150 N2
5 ブロンズ TiAl 170 Ar TiAlNx 330 N2
6 ブラック TiAl 110 Ar TiAlCl 190 N2＋Ar


